
特記仕様書 
 
１ 総   則 この特記仕様書は、市川市における消防吏員用防寒衣の購入について必要事

項を定めることを目的とする。 
 
２ 件   名 消防吏員用防寒衣の購入 
 
３ 契約形態   １着、１本あたりの単価契約 
 
４ 契約期間   令和７年８月１８日から令和８年３月３１日 
 
５ 使用生地   別紙「縫製規格書」のとおり 

 及び縫製 
 
６ 予定数量 
（１） 消防吏員用 

防寒衣（上衣）   ４着 
防寒衣（ズボン）  ３本 
※詳細は別紙「防寒衣 所属別購入予定数」のとおり 
第１回納入期日：令和８年２月６日（金） 

 
（２）新規採用消防吏員用（令和８年４月１日採用予定者） 

防寒衣（上衣）   ７着 

防寒衣（ズボン）  ７本 

第２回納入期日：令和８年３月２０日（金） 

 
７ 納入場所 市川市消防局（市川市八幡１丁目８番１号） 
 
８ 担 当 課 市川市消防局 消防総務課 
 
９ そ の 他  ○ 入札参加申請前に、市川市消防局消防総務課に生地規格についての「公

的機関が発行する試験証明書」又は「社内試験成績書」（以下「試験証明書

等」という。）を提出し、「試験証明書等」に市川市消防局消防総務課の受

付印を得ること。（表地の耐水性，表地および製品の摩擦帯電電荷量の試験

結果が確認できるもの。） 
○ 入札参加申請の際に必要書類に併せてメーカーからの「出荷引受書」に

ついて提出すること。 
○ 選定するメーカーはすべて統一すること。 
○ 落札者は、「出荷証明書」をすみやかに契約課に提出すること。 
○ 契約業者は寸法表に基づき吏員各々に対して着合わせ採寸を実施する

こと。寸法表で対応できない吏員については別寸で対応すること。 
なお、採寸日は令和７年８月２５～２８日の４日間で、時間はいずれも

８時４０分から１１時００分までとする。 



○ 令和８年４月１日採用予定者の採寸日については、別途連絡をするが、

令和７年１２月中旬を予定している。 
○ 防寒衣に使用する材料、付属品は全般にわたって十分検査が施され、規

格書の全てを満足するものでなければならない。 
○ 規格書の細部については、すべて担当課の承認を受け指示に従うものと

する。 
○ 防寒衣の寸法形状においては、この規格書に定めるものとし、通常の活

動を実施するに十分な機能、強度を有し、傷・ムラ・斑点・汚れ、その他

外観を損ねるようなものであってはならない。 
○ この規格書に疑義が生じた時は、担当課の指示をうけること。 
○ 本仕様書に記載のない事項に関しては、担当課及び契約課の指示に従う

ものとする。 
○ 納品に際しては担当課担当者及び契約課担当者の検収を受けるものと

する。 
○ 暴力団等排除に係る契約解除に関する特約条項を遵守すること。 
○ この特記仕様書に定めのない事項については、物品供給契約書（「物品供

給契約約款」を含む。）に定めるとおりとする。 
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１ 規格  
この規格書は、市川市消防局に納入する、消防吏員用防寒衣（以下「防寒衣」という）の購

入について必要事項を定めることを目的とし、製品規格は下表の通りとし、形状は縫製規格

書の通りとする。 
 

製造業者 上衣 下衣 

(株)赤尾 （A） AEFHL02JK-I (F.ｵﾚﾝｼﾞ) AEFHL02PT（F.ｵﾚﾝｼﾞ） 

ミドリ安全(株) 
（B） 

SE1125 上 ｵﾚﾝｼﾞ SE1125 下 ｵﾚﾝｼﾞ 

 
２ 形状 

（１） 上下共に EN471（高視認規格）をベースとした防寒服とする 
（２） 上衣はハーフコート型（収納フード付き）、下衣は長ズボン型とする 
（３） 視認性および防寒性に優れたものであり、防水、帯電防止機能を付加したものである

こと 
（４） 色相 上下共に主たる部分が蛍光オレンジであること 
（５） キルティング等の保温層を設けること 
（６） 上衣の身頃および袖部、下衣の裾部に反射材を 2 周、施すこと 
（７） 製品規格として次の項目を満たすものとする。 

帯電電荷量 ０．６μＣ／着以下   （ＪＩＳ Ｔ８１１８） 
 
３ 使用材料 

（１） 表生地 
ポリエステルの生地に防水透湿加工をしたものとし、次の項目を満たすものとする。 

耐水度    初期２００kPa 以上 （ＪＩＳ Ｌ１０９２Ｂ法） 
帯電電荷量 ７μＣ／㎡以下   （ＪＩＳ Ｔ８１１８法） 
撥水性   初期 ５   （ＪＩＳ Ｌ１０９２スプレー試験） 
色相     防寒コート、防寒ズボン 蛍光オレンジを主とした 2 色使い 

色相については事前に担当課の承認を受けること 
 

（２） 保温層 
ポリエステル等のキルティングとし、８０ｇ／㎡以上の中綿とする 
 

（３） 反射材 
防寒衣コート、防寒ズボン シルバー 50mm 巾  
 
 



表生地（参考） 

項   目 規      格 試 験 方 法 

品   名 防寒衣用生地（２層品） 

色   相 蛍光オレンジ／ブラック又はネイビー 

組   織 平織 ＪＩＳ Ｌ １０９６ 

混 用 率 ポリエステル １００％ ＪＩＳ Ｌ １０３０ 

繊   度 たて 

よこ 

８４±１０dtex 以上 

９０±１０dtex 以上 

ＪＩＳ Ｌ １０９６ 

密   度 たて 

よこ 

４４０本／１０ｃｍ以上 

２６０本／１０ｃｍ以上 

ＪＩＳ Ｌ １０９６ 

染色堅ろう度 水 ４級以上 ＪＩＳ Ｌ ０８４６ 

耐光 ３－４級以上 ＪＩＳ Ｌ ０８４２ 

洗濯 ４級以上 ＪＩＳ Ｌ ０８４４ Ａ法 

摩擦（乾・湿） ４級以上 ＪＩＳ Ｌ ０８４９ Ⅱ形 

汗 （酸・アルカリ） ４級以上 ＪＩＳ Ｌ ０８４８ 

厚   さ ０．１８±０．１０ｍｍ ＪＩＳ Ｌ １０９６ 

質   量 １２５±２０ｇ/ｍ²  ＪＩＳ Ｌ １０９６ 

寸 法 変 化 たて 

よこ 

±３．０％以内 

±３．０％以内 

ＪＩＳ Ｌ １０９６ Ｅ法 

引 張 強 さ たて 

よこ 

  ６００Ｎ以上 

  ３００Ｎ以上 

ＪＩＳ Ｌ １０９６ 

ラベルドストリップ法 ５ｃｍ幅 

引 裂 強 さ たて 

よこ 

  １５Ｎ以上 

  １５Ｎ以上 

ＪＩＳ Ｌ １０９６ Ａ-１法 

（シングルタング法） 

耐 水 度 初  期 ２００ｋＰａ以上 ＪＩＳ Ｌ １０９２ Ｂ法 （高水圧法） 

は っ 水 度 初  期  ５ ＪＩＳ Ｌ １０９２ スプレー試験 

帯 電 電 荷 量 ７μC/m2以下 ＪＩＳ Ｔ ８１１８ 

 
４ 縫製 

（１） 一般 
ア．各縫い合わせの上下糸につれやたるみがなく良好であること。 
イ．縫い目とびや縫いはずれがないこと。 
ウ．糸調子は優良で縫い曲がりのないこと。 
エ．縫い飾り、地縫いの目数は 30mm 間に 10 針以上とする。 
オ．片布を上衣は右下前裾に、下衣は上前脇ポケット袋中央に縫着する。（別図） 

（２） 反射材 
ア．防寒コートの前後身頃・袖に反射テープを 2 重で施すこと 
イ．防寒ズボンの裾部に反射テープを 2 重で施すこと 

（３） 防寒コート 



ア．衿  スタンドカラーとし、外衿にフードを収納できるようにすること 
イ．身頃 胸，脇，および内側にポケットがあること 

前後身頃に反射テープを取り付けること 
背ヨークに消防指定の文字をプリントすること 

ウ．袖     セットイン型で袖に反射テープを取り付けること 
エ．袖口     面ファスナー止めの調節タブ付きとすること 
オ．フード 外衿収納式とすること 

（４） 防寒パンツ  
ア．前開き ファスナー開閉とし、ウエストは釦止めとする。 
イ．裾  裾に反射テープをとりつけること  

５ 寸法 
寸法にあたってはメーカーが定める寸法とし、Ｓ、Ｍ、Ｌ、ＬＬ、３Ｌとする。 

 
Ａ 参考 

                                                    (単位 cm) 

 部   位 Ｓ Ｍ Ｌ ＬＬ ３Ｌ 許容差 

上  衣 上 衣 丈 ７２.０ ７６.０ ８０.０ ８４.０ ８８.０ ±１.５ 

胸 回 り １１９.０ １２３.０ １２７.０ １３１.０ １３９.０ ±２.０ 

肩 幅 ４８.０ ４９.０ ５０.０ ５１.０ ５２.０ ±１.５ 

袖 丈 ５４.０ ５７.５ ６１.０ ６４.０ ６８.０ ±１.５ 

衿 回 り ５５.０ ５６.０ ５７.０ ５８.０ ６０.０ ±１.５ 

下 衣 下 衣 丈 ９６.０ １０１.０ １０６.０ １１１.０ １１６.０ ±１.５ 

股 下 ６８.０ ７２.０ ７６.０ ８０.０ ８４.０ ±１.５ 

腰 回 り １０８.０ １１２.０ １１６.０ １２２.０ １３４.０ ±２.０ 

 
Ｂ 参考 

                                                    (単位 cm) 

 部   位 Ｓ Ｍ Ｌ ＬＬ ３Ｌ 許容差 

上  衣 上 衣 丈 ７５.０ ７８.０ ８１.０ ８４.０ ８７.０ ±１.５ 

胸 回 り １２０.０ １２４.０ １２８.０ １３２.０ １３８.０ ±２.０ 

肩 幅 ４９.０ ５１.０ ５３.０ ５５.０ ５７.０ ±１.５ 

袖 丈 ５８.０ ６０.０ ６２.０ ６４.０ ６６.０ ±１.５ 

衿 回 り ５３.５ ５５.０ ５６.５ ５７.５ ５９.０ ±１.５ 

下 衣 下 衣 丈 １０８.０ １０９.０ １１０.０ １１２.０ １１４.０ ±１.５ 

股 下 ７８.０ ７８.０ ７８.０ ７８.０ ７８.０ ±１.５ 

腰 回 り ７０.０ ７６.０ ８２.０ ８９.０ ９７.０ ±２.０ 

 
 



６ 背文字 
 ダークブルー ゴシック体  タテ 90mm ヨコ 320mm 
 
 
 
 
 

 
７ 全体図（参考） 

Ａ 

 

 

市川市消防局 
ICHIKAWA CITY FIRE BUREAU 

 

市川市消防局 
ICHIKAWA CITY FIRE BUREAU 

 



Ｂ 

別図    

  



上衣 ズボン

消防局

消防総務課

企画管理課

指令課 1

指令センター

予防課 2

警防課

救急課

東消防署 2

中山出張所

高谷出張所

西消防署 1

国府台出張所

大洲出張所

南消防署

行徳出張所

広尾出張所

北消防署 1

曽谷出張所

合計 4 3

防寒衣　所属別購入予定数
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